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格差の分析とカイ離係数  
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1．朽差の分析に用い らわ る各種の  度待針軌 fl（t）が次式で表され る対  

数‾『規分布に し たがう とみてよ い こ   

とが，よ く いわれてい る。   

■F －（t）   

＝1／（（JTす¢t）トexp卜A2／（2Jヒ）〉   

ただし，人＝lo8t－ノヱ，t＞0．  

上式の ロ ほ形のパラメ ー タ，／1は   

尺度パラメ ー タであ る。パ し － 卜 曲   

線は尺度パラメ ー タ には依存 しない   

0）で，f．（t）0）代 り に次の f 2（t）   

を用いても同 じパ レ ート 曲線が得 ら   

れ る。   

f 2（t）  

＝1／く（「で了Jt）卜e‡p卜BZ／（2J2）〉   

ただし，B＝logt，t＞0．  

そ こ で，こ の曲線上のふ く ちみ最   

大の点の座標を求め，カ イ離係数を   

計算 してみる と  

γ ＝1－ 2・¢（－ α／2）   

になる。 ただ し，◎（t）は標準正  

規分布の分布関数であ る。   

3．条件付対数正規分布のカ イ離係  

数   

3．1 10 0 0 万円以上の条件付  

分布  

毎年 5 月になる と，前年の所得納  

税金額10 0 0 万円以 仁の人の任所・  

氏名・納税金額が公示される。これ   

を用いてカ イ離係数を計算 してみる   

と，例えば東京都京橋税務署で，平  

尺度 と カ イ 離係数   

】1個のデー タ t，， t Z，  

t．．（／）も つ格差を分析する0）に，変   

軌係数がよ く 用い られ るが，その他   

の尺度 と して，ジニ係数，パ レ ート  

図での不平等蜜を表す弓形の面積，  

相対平均偏差な どが用い られている。  

こわ と関連 してわれわれは，たいへ  

ん簡便な詭離係数（以後カ イ離係数  

と害く）という尺度の傾用を提唱 し  

たい。それは，上の相対平均偏差に   

類する次のよ う な尺度であ る。例え  

ば，所得金額T（連続的確率変数と  

して披う）の分布関数をF（t），  

平均を レ とする。い ま金額の大きい  

方か ら累積するこ とに して，横申由に  

累積人数率，縦軸に累積金額率を とっ  

て，パ レ ート 図を貴 く。こ の と き，  

Tの分布のパレ ート曲線y ＝ g（x）  

と均等線y ＝ Ⅹ とのふ く らみ（カ イ  

離）が最大になる点をP（x．，，yり）  

と して，   

γ ＝ y u‾ Ⅹ り   

のこ と をカ イ離係数と呼ぷ。X uほ   

Ⅹ り＝1－ F（レ）   

によ り 求め られ るので，カ イ離係数  

の算出は柄めて容易である。  

2．対数正規分布のカ イ離係数   

一般に所得金額T’の分布は確率密  
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という こ とで，各税務署，各年次毎   

のパ レ ート 囲を害いてみる と，いろ   

いろ相通がみ られる。と こ ろが．例   

えば10 0 0 万円以 卜、 5 0 0 0 万   

円未満 と いう こ と に してパ レ ート図   

を萬く と，そ．れ らがほ とん ど重なっ  

て く る。これに関連して1≦T＜ 5  

（千万円）と い う条件付対数正規分   

布のカ イ離係数を調べてみた。その   

方法は前述のもの と同様で，まずこ  

の条件何分布のパレ ート曲線上での  

ふ く らみ最大の点の座標を求める。   

こ れは次のよ う になる。   

x．一＝（αl－β，）／（αl－1／2）  

y‖＝（α2一β2）／〈α2－¢トロ）〉．  

ただ し，   

α，＝¢（log5／α）， α2＝¢（log5／いり，   

β－＝¢（logリ／り， β2＝¢（logソ／いり．  

一方，デー タか らは   

レ ＝ 2．0 2 8（千万円）   

Ⅹ u＝ 0． 3 7 7， y ‖＝ 0． 5 81   

が得 られる。こわ．に対 し，条件付対   

数正規分布をあてはめて   

レ ＝ 2． 0 2 8（千万円）   

Ⅹl一＝ 0． 3 7 7   

の と き の y ‖の値を計算 してみる と   

y ‖＝ 0． 5 6 0   

と な り，カ イ 離係数は 0．18 3 に   

な る。こ れ を，デー タ か ら0）真0）値   

0．2 0 4 と比べてみ る と，相対誤   

差は約 0．10 であ る。  
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成3 年分についてはデー タ か ら   

Ⅹu＝ 0．2 3 4，y り＝ 0，6 2 6  

が得らわる。よ ってカ イ離係数は   

γ ＝ 0． 3 9 2   

となる。こ こで，対数正規分布をあ  

てはめたな らばカ イ離係数がい く ら  

になるかを計算してみよ う。ただ し，  

T を所得納税金額とする と，いまの  

場合T＿≧1（千万円）という条件付  

の分布を用いなければな らない。そ  

こでまず，このよ う な条件付分布の  

パレ ート曲線上でのふ く らみ最大の  

点P の座標を求めてみる と  

Ⅹ。＝2・〈ト¢（logソ／り〉  

y。＝ 〈1一 ¢（logソ／け－り〉／〈1－¢トロ）〉  

となる。一方，デー  タか ら計算 した  

平均値は 3 7 8 3 万円である。そ こ  

で，上の X‖の式に   

レ ＝ 3．7 8 3（千万円）  

を代入 し   

X り＝ 0． 2 3 4   

と おいて，ロ の値を求めてみる と   

び ＝1．118   

となる。 これを上（フ）y．－の式にいれ  

てみ る と   

y．，＝ 0． 5 4 3．  

こわよ り，デー タ に条件付対数正  

規分布をあてはめたときのカイ離係  

数の値は0．3 0 9 になり，真の値  

0．3 9 2 と の相対誤差は 0．21  

程度に 卜る こ とがわかる。   

3． 2  10 0 0 万円以 卜 5 0 0 0  

万円未満の条件付分布   

所得納税金額が10 0 0万円以 卜  
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